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Measurement of air pollutant levels in Sendai port area 
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Abstract
Nitrogen dioxide （NO2）, ozone （O3） and fine particulate matters （PM2.5） are air pollutions 
that effect on mortality and allergia, and measurement of the pollutant levels in residential area is 
important for estimating the personal exposure levels. In this work, we had evaluated the 
performance of the small PM2.5 sensor which employed the light scattering method and passive 
samplers of NO2 and O3, by comparing the PM2.5 sensor’s and samplers’ output with PM2.5 , NO2 
and O3 values that were measured in some of Sendai-city’s environmental monitoring stations. It 
was found that there were positive correlations between sensor’s and station’s values, and that 
the PM2.5 sensor was available in the temperature and humidity ranges of 5.0 － 25.0 °C and 50 －
90% R.H. The positive correlation between values of nitrogen dioxide （NO2） passive sampler and 
monitoring station was also found. We had carried out the environmental monitoring around the 
Sendai port area in which coal-fired plant had been build, using the PM2.5 sensor, the NO2 and the 
O3 passive samplers. It was confirmed that both the PM2.5 sensor and the NO2 passive sampler 
were effective tools for monitoring the PM2.5 levels and NO2 levels in residential area.
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２．１　PM2.5 センサ，NO2 サンプラ，O3 サンプラ
　PM2.5 センサは慶應義塾大学及び電気通信大学によって研究開発［６］され，ヤグチ電子
工業株式会社から販売されているポケット PM2.5 センサ［７］を用いた。ポケット PM2.5 セ




































線沿い，榴岡一般局は仙台駅東口から約 2 km にある榴岡公園内に位置する測定局である。
測定をする際は設置型 PM2.5 センサを測定局の屋上，NO2，O3 パッシブサンプラは測定
局付近の手すりに取り付けた。
２．３　実環境測定
　実環境での環境測定は 2017 年 10 月から仙台港に建設された石炭火力発電所が本運転を
始め，住民の関心事であるため，その石炭火力発電所の周辺の公園６か所を選び，PM2.5，













行量は平成 27 年度の交通量調査では 2,300 台／時間となっている。また，各測定地点にお
ける測定時の写真も示した。PM2.5 は各測定地点において公園内に設置されていた机の上
に PM2.5 センサとタブレット端末を設置して測定した。NO2 および O3 パッシブサンプラ
は写真に示したように公園内の木や鉄棒に設置して測定を行なった。
　PM2.5 は 2017 年 8 月 29 日～ 9 月 7 日のうち 5 日間，2017 年 10 月 27 日～ 11 月 8 日のう
ち 5 日間の計 10 日間測定を行った。NO2，O3 はその期間の内で小雨の 1 日を除く 9 日間




　PM2.5 測定は 15 分間隔のため１時間平均値を算出し，測定局のデータ１時間値と比較し
た。図 2（ａ），（ｂ）に苦竹自排局，榴岡一般局での並行運転時の時系列結果を示す。両
者の値には正の相関が確認され，相関係数は 0.83 であった。榴岡一般局も同様に正の相
関が確認され，相関係数は 0.74 であった。また，近似線の傾きは苦竹自排局では 1.05，榴
岡一般局で 1.06 であった。
　NO2 測定は屋外測定のため，NO2 パッシブサンプラの表面汚れの付着を考慮して使用
回数 5 回以内のデータを用いて評価を行った。図 3 は苦竹自排局と NO2 パッシブサンプ












































般局の結果を図４に示す。榴岡一般局の O3 濃度と O3 パッシブサンプラの O3 濃度には正






測定期間中で風向が南東時は 7 日間，北西時は 2 日間あった。図 5 に 9 月 6 日南東時の
PM2.5 濃度の時系列変化と福室一般局の
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の測定地点の結果を図 7 － 1，相関係数
が 0.5 未満の測定地点の結果を図 7 － 2
に示す。図 7 － 1 の測定地点②，④，⑥
はサンプラを公園内の手すりなどの人工








　小型 PM2.5 センサ，NO2 及び O3 パッシブサンプラを用いて，大気環境測定局との並行
運転を行い，性能評価を行った。小型 PM2.5 センサの出力値は測定局と正の相関が確認さ
れ，苦竹自排局では相関係数 0.83 であり，近似線の傾きは 1.05 であった。NO2 パッシブ
サンプラは苦竹自排局の測定データと正の相関が確認され，相関係数は 0.68 であり，NO2
パッシブサンプラが苦竹自排局に対し，1.27 倍値を示す結果であった。O3 パッシブサン
プラは榴岡一般局と正の相関が得られ，相関係数は 0.69 であった。しかし，O3 パッシブ
サンプラが榴岡一般局よりも低い値を示し，その原因は植物や湿度などの局所環境が一因
と考えられた。また，それらを用いて仙台港周辺での環境測定を行った。PM2.5 は風速が
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